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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月23日(2013.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１、配列番号２、配列番号３又は配列番号４のいずれか１つによって表される
アミノ酸配列を含む単離されたポリペプチド、及び任意のその断片、誘導体又は類似体。
【請求項２】
　配列番号１によって表されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の単離されたポリペ
プチド。
【請求項３】
　配列番号２によって表されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の単離されたポリペ
プチド。
【請求項４】
　配列番号３によって表されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の単離されたポリペ
プチド。
【請求項５】
　配列番号４によって表されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の単離されたポリペ
プチド。
【請求項６】
　ケモカイン様分泌タンパク質である、請求項１に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　請求項１に記載の単離されたポリペプチド、及び任意のその断片、誘導体又は類似体を
含む単離されたタンパク質。
【請求項８】
　請求項２に記載のポリペプチド、並びに任意のその断片、誘導体及び類似体をコードす
る配列を含む単離された核酸分子。
【請求項９】
　遺伝子コードの縮重によるコドン配列が、請求項８に記載の核酸分子と異なるだけであ
る、単離された核酸分子。
【請求項１０】
　配列番号５によって表される配列を含む、請求項８に記載の単離された核酸分子。
【請求項１１】
　請求項３に記載のポリペプチドをコードする配列を含む単離された核酸分子、並びに任
意のその断片、誘導体及び類似体。
【請求項１２】
　遺伝子コードの縮重によるコドン配列が、請求項１１に記載の核酸分子と異なるだけで
ある、単離された核酸分子。
【請求項１３】
　配列番号６によって表される配列を含む、請求項１１に記載の単離された核酸分子。
【請求項１４】
　請求項４に記載のポリペプチドをコードする配列を含む単離された核酸分子、並びに任
意のその断片、誘導体及び類似体。
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【請求項１５】
　遺伝子コードの縮重によるコドン配列が、請求項１４に記載の核酸分子と異なるだけで
ある、単離された核酸分子。
【請求項１６】
　配列番号７によって表される配列を含む、請求項１４に記載の単離された核酸分子。
【請求項１７】
　請求項５に記載のポリペプチドをコードする配列を含む単離された核酸分子、並びに任
意のその断片、誘導体及び類似体。
【請求項１８】
　遺伝子コードの縮重によるコドン配列が、請求項１７に記載の核酸分子と異なるだけで
ある、単離された核酸分子。
【請求項１９】
　配列番号８によって表される配列を含む、請求項１７に記載の単離された核酸分子。
【請求項２０】
　請求項８から１９までのいずれか一項に記載の単離された核酸分子を含むベクター。
【請求項２１】
　前記核酸分子がプロモーターに作動可能に連結される、請求項２０に記載のベクター。
【請求項２２】
　発現ベクターである、請求項２１に記載のベクター。
【請求項２３】
　請求項２０から２２までのいずれか一項に記載のベクターを含む細胞。
【請求項２４】
　植物細胞、昆虫細胞、真菌細胞、細菌細胞又は哺乳動物細胞からなる群から選択される
宿主細胞である、請求項２３に記載の細胞。
【請求項２５】
　請求項１及び７のいずれか一項に記載の単離されたポリペプチド又はタンパク質を含む
組成物。
【請求項２６】
　グルコース代謝関連の障害の治療のための、請求項２又は５のいずれか一項に記載の単
離されたポリペプチド、又はそれを含むタンパク質、又はそれをコードする核酸を含む組
成物。
【請求項２７】
　請求項２又は５のいずれか一項に記載の単離されたポリペプチド、又はそれを含むタン
パク質、又はそれをコードする核酸を含む組成物であって、グルコース代謝を増強するこ
と、インスリン受容体の発現を誘導すること、原形質膜へのＧｌｕｔ－４輸送体の転位置
を誘導すること、グルコース流入を誘導すること、グリコーゲン合成を誘導すること、並
びに解糖及び脂肪酸合成を誘導することのうちの少なくとも１つのためである上記組成物
。
【請求項２８】
　糖尿病、メタボリックシンドローム、肥満、内分泌性疾患及び筋肉障害からなる群から
選択される障害の治療のための、請求項２又は５のいずれか一項に記載の単離されたポリ
ペプチド、又はそれを含むタンパク質、又はそれをコードする核酸を含む組成物。
【請求項２９】
　テストステロン生成を増強するための、請求項３に記載の単離されたポリペプチド、又
はそれを含むタンパク質、又はそれをコードする核酸を含む組成物。
【請求項３０】
　テストステロン欠乏又はテストステロン欠乏関連の障害の治療のための、請求項３に記
載の単離されたポリペプチド、又はそれを含むタンパク質、又はそれをコードする核酸を
含む組成物。
【請求項３１】
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　癌の治療のための、請求項４に記載の単離されたポリペプチド、又はそれを含むタンパ
ク質、又はそれをコードする核酸を含む組成物。
【請求項３２】
　ｐ５３発現を誘導するための、請求項４に記載の単離されたポリペプチド、又はそれを
含むタンパク質、又はそれをコードする核酸を含む組成物。
【請求項３３】
　薬学的に許容される担体、賦形剤又は希釈剤をさらに含む、請求項２５から３０までの
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項３４】
　疾患又は障害の治療のための医薬の調製における請求項１及び７のいずれか一項に記載
のポリペプチド又はタンパク質、又はそれをコードする核酸の使用であって、前記疾患又
は障害は、免疫学的コンポーネント又は病因を有する疾患、感染症、急性及び慢性炎症性
疾患、癌、移植及び自己免疫疾患、生殖能力関連の疾患、並びに炭水化物代謝障害、糖尿
病、メタボリックシンドローム、肥満、内分泌性疾患及び筋肉障害からなる群から選択さ
れる上記使用。
【請求項３５】
　グルコース代謝関連障害の治療のための医薬の調製における請求項２又は５のいずれか
一項に記載のポリペプチド又はタンパク質、又はそれを含むタンパク質又はそれをコード
する核酸の使用。
【請求項３６】
　糖尿病、メタボリックシンドローム、肥満、内分泌性疾患及び筋肉障害からなる群から
選択される障害の治療のための医薬の調製における、請求項２又は５のいずれか一項に記
載のポリペプチド又はタンパク質、又はそれを含むタンパク質又はそれをコードする核酸
の使用。
【請求項３７】
　テストステロン欠乏又はテストステロン欠乏関連障害の治療のための医薬の調製におけ
る請求項３に記載のポリペプチド又はタンパク質、又はそれを含むタンパク質又はそれを
コードする核酸の使用。
【請求項３８】
　癌の治療のための医薬の調製における請求項４に記載のポリペプチド又はタンパク質、
又はそれを含むタンパク質又はそれをコードする核酸の使用。
【請求項３９】
　それを必要とする対象での疾患又は障害の治療のための医薬組成物であって、治療的有
効量の請求項１又は７のいずれか一項に記載のポリペプチド又はタンパク質を含み、前記
疾患又は障害は、免疫学的コンポーネント又は病因を有する疾患、感染症、急性及び慢性
炎症性疾患、癌、移植及び自己免疫疾患、生殖能力関連の疾患、並びに炭水化物代謝障害
からなる群から選択される上記医薬組成物。
【請求項４０】
　グルコース代謝関連障害の治療のための医薬組成物であって、治療的有効量の請求項２
又は５に記載のポリペプチドを含む上記医薬組成物。
【請求項４１】
　糖尿病、メタボリックシンドローム、肥満、内分泌性疾患及び筋肉障害からなる群から
選択される障害の治療のための医薬組成物であって、治療的有効量の請求項２又は５に記
載のポリペプチドを含む上記医薬組成物。
【請求項４２】
　グルコース代謝を増強するための医薬組成物であって、治療的有効量の請求項２又は５
に記載のポリペプチドを含む上記医薬組成物。
【請求項４３】
　インスリン受容体の発現を誘導するための医薬組成物法であって、治療的有効量の請求
項２に記載のポリペプチドを含む上記医薬組成物。



(5) JP 2013-500739 A5 2013.9.12

【請求項４４】
　インスリン受容体の発現を誘導するための医薬組成物であって、有効量の、ＰＲＴ５、
生物学的に活性なその断片若しくは誘導体を含む上記医薬組成物。
【請求項４５】
　テストステロン欠乏関連の障害の治療のための医薬組成物であって、治療的有効量の請
求項３に記載のポリペプチドを含む上記医薬組成物。
【請求項４６】
　テストステロン生成を増強するための医薬組成物であって、治療的有効量の請求項３に
記載のポリペプチドを含む上記医薬組成物。
【請求項４７】
　癌を治療するための医薬組成物であって、治療的有効量の請求項４に記載のポリペプチ
ドを含む上記医薬組成物。
【請求項４８】
　ｐ５３発現を誘導する医薬組成物であって、有効量の、ＰＲＴ７又は生物学的に活性な
その断片若しくは誘導体を含む上記医薬組成物。
【請求項４９】
　請求項１又は７のいずれか一項に記載の単離されたポリペプチド又はタンパク質、又は
任意のその断片若しくは誘導体を特異的に認識する抗体。
【請求項５０】
　ＰＲＴ５ポリペプチド又は任意のその断片若しくは誘導体を特異的に認識する抗体。
【請求項５１】
　前記ＰＲＴ５ポリペプチドが配列番号１によって表される、請求項５０に記載の抗体。
【請求項５２】
　ＰＲＴ６ポリペプチド又は任意のその断片若しくは誘導体を特異的に認識する抗体。
【請求項５３】
　前記ＰＲＴ６ポリペプチドが配列番号２によって表される、請求項５２に記載の抗体。
【請求項５４】
　ＰＲＴ７ポリペプチド又は任意のその断片若しくは誘導体を特異的に認識する抗体。
【請求項５５】
　前記ＰＲＴ７ポリペプチドが配列番号３によって表される、請求項５４に記載の抗体。
【請求項５６】
　ＰＲＴ８ポリペプチド又は任意のその断片若しくは誘導体を特異的に認識する抗体。
【請求項５７】
　前記ＰＲＴ８ポリペプチドが配列番号４によって表される、請求項５６に記載の抗体。
【請求項５８】
　有効成分として請求項４９から５７までのいずれか一項に記載の抗体を含む組成物。
【請求項５９】
　薬学的に許容される担体、賦形剤又は希釈剤をさらに含む、請求項５８に記載の組成物
。
【請求項６０】
　診断又は治療の方法で用いるための、請求項５８又は５９のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項６１】
　前記抗体がＰＲＴ７、又はその断片若しくは誘導体を特異的に認識する、請求項５８か
ら６３までのいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６２】
　癌の診断で使用するための、請求項６１に記載の組成物。
【請求項６３】
　請求項４９から５７までのいずれか一項に記載の抗体を生成する、抗体産生細胞系。
【請求項６４】
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　請求項６３に記載の細胞系によって生成される抗体。
【請求項６５】
　疾患又は障害の診断のための診断組成物の調製における、請求項４９に記載の抗体の使
用であって、前記疾患又は障害は、免疫学的コンポーネント又は病因を有する疾患、感染
症、急性及び慢性炎症性疾患、癌、移植及び自己免疫疾患、生殖能力関連の疾患、並びに
炭水化物代謝障害からなる群から選択される上記使用。
【請求項６６】
　癌の診断のための診断組成物の調製における、請求項５４から５５までのいずれか一項
に記載の抗体の使用。
【請求項６７】
　前記癌が肺癌又はすい臓癌のいずれか１つである、請求項６６に記載の使用。
【請求項６８】
　疾患又は障害の治療のための治療組成物の調製における、請求項４９に記載の抗体の使
用であって、前記疾患又は障害は、免疫学的コンポーネント又は病因を有する疾患、感染
症、急性及び慢性炎症性疾患、癌、移植及び自己免疫疾患、生殖能力関連の疾患、並びに
炭水化物代謝障害からなる群から選択される上記使用。
【請求項６９】
　それを必要とする対象での疾患又は障害の治療のための医薬組成物であって、治療有効
薬量の請求項４９に記載の抗体を含み、前記疾患又は障害は、免疫学的コンポーネント又
は病因を有する疾患、感染症、急性及び慢性炎症性疾患、癌、移植及び自己免疫疾患、生
殖能力関連の疾患、並びに炭水化物代謝障害からなる群から選択される上記医薬組成物。
【請求項７０】
　対象の疾患又は障害の診断のためのインビトロ方法であって、前記疾患又は障害は、免
疫学的コンポーネント又は病因を有する疾患、感染症、急性及び慢性炎症性疾患、癌、移
植及び自己免疫疾患、生殖能力関連の疾患、並びに炭水化物代謝障害からなる群から選択
され、
ａ．前記対象から単離された試料を請求項４９に記載の抗体、又はそれを含む組成物と接
触させるステップと、
ｂ．前記抗体とその特異抗原との間の複合体の形成を、検出手段を通して検出するステッ
プとを含み、
それによって複合体の検出は前記対象が前記疾患又は障害を起こしていることを示唆する
上記方法。
【請求項７１】
　対象の癌の診断のためのインビトロ方法であって、
ａ．前記対象から単離された試料を請求項５４から５５までのいずれか一項に記載の抗体
、又はそれを含む組成物と接触させるステップと、
ｂ．前記抗体とその特異抗原との間の複合体の形成を、検出手段を通して検出するステッ
プとを含み、
それによって複合体の検出は前記対象が癌を起こしていることを示唆する上記方法。
【請求項７２】
　試料での癌の診断のための方法であって、対象からの試料中のＰＲＴ７ポリペプチド又
はそれを含むタンパク質の存在を検出することを含み、それによって、対照より高いＰＲ
Ｔ７レベルを提示する試料は癌の存在を示す上記方法。
【請求項７３】
　前記癌が肺癌又はすい臓癌である、請求項７０又は７１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７４】
　疾患又は障害の診断及び／又は治療効果のモニタリング及び／又は予後診断の評価のた
めの診断キットであって、前記疾患又は障害は、免疫学的コンポーネント又は病因を有す
る疾患、感染症、急性及び慢性炎症性疾患、癌、移植及び自己免疫疾患、生殖能力関連の
疾患、並びに炭水化物代謝障害からなる群から選択され、次のコンポーネント：
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ａ．請求項４９に記載の抗体、又はそれを含む組成物、及び
ｂ．試料中の抗原の存在の検出を実施するための説明書を含み、前記抗原は前記抗体によ
って特異的に認識される上記キット。
【請求項７５】
　次のコンポーネント：
ａ．試験する試料を収集するための少なくとも１つの手段、
ｂ．前記抗体による前記抗原の前記認識の検出のために必要な少なくとも１つの試薬、及
び 
ｃ．少なくとも１つの対照試料
の少なくとも１つをさらに含む、請求項７４に記載のキット。
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